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様式第3号(第12条関係) 

審議会等の会議の記録 

会議の名称 令和４年度 伊勢崎市男女共同参画推進協議会 

開催日時 令和４年８月１９日(金) 午前１０時 ～１１時 

開催場所 市役所 東館５階 第１会議室 

出席者氏名 

 

【委員】 

小林会長、日詰副会長、江原委員、阿久津委員、尾島委員、久保田委員、浅見委

員、宇野委員、佐川委員、渋澤委員 

【事務局】 

 市民部長、市民部副部長、人権啓発係長、男女共同参画係長、男女共同参画係 

【関係説明員】 

職員課長、安心安全課長、市民課長、市民活動課長代理、国際課長代理、健康づ

くり課長、社会福祉課長、子育て支援課長、こども保育課長、障害福祉課長、高齢政

策課長、地域包括支援センター所長、商工労働課長、農政課長、農業委員会事務局

長、学校教育課長代理、生涯学習課長、図書館課長代理 

 

傍聴人数  ０人 

会議の議題 
（１）第３次伊勢崎市男女共同参画計画に係る進行管理報告について 

（２）その他 

会議資料の内容 
（１）第３次伊勢崎市男女共同参画計画進行管理報告書（資料１） 

（２）第３次伊勢崎市男女共同参画計画具体的事業一覧（参考資料１） 

 

 

 

 

 

会議における 

議事の経過及び 

発 言 の要 旨  

 

 

 

 

 

 

1. 開  会 

 

〔出席委員が、過半数を超え会議が成立していることを事務局から報告〕 

 

2. 挨  拶 （会長） 

 

3. 議  事 

 

（１）第３次伊勢崎市男女共同参画計画に係る進行管理報告について   

             

会長 

議事(１)について事務局から説明をお願いします。 
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事務局 

〔議事（１）について説明〕 

 

会長 

 ただいまの説明について、委員の皆様から、ご意見やご質問を伺う前に、事前

質問表について、事務局から説明をお願いします。 

 

事務局 

今回、質問については会議の進行をスムーズに行うため、あらかじめ委員の皆様か

ら提出をいただいております。事前にいただいている質問について事務局からご説明

いたします。「事前質問一覧」をご覧ください。 

 

まず、整理番号１「男女共同参画関係図書の提供」でございます。 

ここでの「書籍」には、「漫画」や「ＤＶＤ等の映像資料」も含まれているのか。そ

れとも「活字」なのか、との内容です。 

 

次に、整理番号２「病後児保育の実施」でございます。 

「令和３年度の事業実施状況」のご説明のなかで、「事前周知を積極的に行

い、過去最大の利用件数となった」とあるが、「この周知の方法が特に効果的で

あった」あるいは「特にこれを徹底した」というものが何かあるのか、との内容です。 

 

次に、整理番号３「ひとり親相談の実施」でございます。 

「相談件数」が大きく伸びた要因はあるのか。また、どのような相談内容が多い

といった大まかな傾向はあるのか、との内容です。 

 

次に、整理番号４「高齢者相談の実施」でございます。 

令和３年度の相談の実施については、電話相談によるものだったが、参考資

料１の「事業の課題や改善点」には、今後は対面での相談を検討ということが書

かれています。「高齢者」にとっては電話の方が利便性が高いと思われるが、「対

面」の方が利用者数が伸びる傾向があるのか、との内容です。 

 

会長 

質問された委員、質問の趣旨について補足する点があればお願いします。 

 

委員 

（整理番号１「男女共同参画関係図書の提供」について） 

整理番号１につきましては、参考資料１の２２、２３ページになります。特に２３ページ

につきまして、事業の課題や改善点で、利用者が少ない現状があるとのことでしたの

で、もしかしたら映像資料や漫画等があったのであれば、手に取っていただける可能性

が高まったのかなと思い質問させていただきました。 

 

 （整理番号２「病後児保育の実施」について） 

利用件数が大きく伸びていたので、何か良い方法があったのであれば、他の所でも

応用できるのかなと思い質問させていただきました。 

 

（整理番号３「ひとり親相談の実施」について） 

続きまして（参考資料１）７１ページ、こちらも相談件数が比較的大きく伸びていると思

いましたので、何か相談内容に特徴があれば確認させていただければと思い質問させ
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ていただきました。 

 

 （整理番号４「高齢者相談の実施」について） 

最後は（参考資料１）７３ページになります。令和元年度の時に（相談件数が）６２件と

非常に多く、この時は大変だったのかなと思いますが、コロナの状況等もあり、今後、対

面よりは電話の方がいいのかなと思い質問させていただきました。 

 

会長 

 ありがとうございました。それでは、ただいまの質問について、担当課から整理番

号順に回答をお願いします。 

 まず、整理番号１「男女共同参画関係図書の提供」について、図書館課、人権課

より回答をお願いします。 

 

担当課 

 男女共同参画関係図書の提供についてですが、この事業について図書館課の実

績としてご報告している資料数はいわゆる活字の図書であり、漫画や視聴覚資料は含

まれない数字となっております。 

 同じく図書の提供でございますが、人権課の所管する図書にＤＶＤ等の映像資料は

含まれておりません。しかし、コミック誌等の活字による書籍を所有しております。 

 

会長 

 ありがとうございました。 

整理番号２「病後児保育の実施」について、こども保育課より回答をお願いしま

す。 

 

担当課 

 病後児保育の実施ですが、これまでもチラシやポスターを保育施設や医療機関

等へ配布、また、広報やホームページによって事業の周知を行ったところでござ

います。令和２年度につきましては、新型コロナウイルス感染症の拡大で大幅に

利用者数が減少しました。令和３年度につきましては、引き続き施設との連携を

密に取り、継続した広報活動を行った結果になります。この事業については急性

疾患の回復期に乳幼児を一時的に預かる事業で、比較的短期間の預かりを想

定しておりますが、令和３年度におきましては、預かり日数の多い疾患の子供を

預かったため、今までになく件数が多かった状況でございます。 

 

会長 

ありがとうございました。 

整理番号３「ひとり親相談の実施」について、子育て支援課より回答をお願いしま

す。 

 

担当課 

 ひとり親相談の実施ですが、相談体制に大幅な変更はございませんが、ひとり

親家庭への支援内容に対する相談者の関心が高まっていることが大きな要因で

あるとみております。 

 具体的には、離婚を検討中、または離婚を予定している方が、その後の本市の

支援体制の内容を知りたいといった相談が増えております。全体でみると、資格

取得や職業訓練といった就労相談が多く、その他にも夫婦間のトラブルをはじ

め、不登校児等の子育てに関する相談、また、離婚家庭の子供との面会交流に

ついて等、非常に多岐にわたる相談内容となっている傾向があると認識しており

ます。 
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会長 

ありがとうございました。 

整理番号４「高齢者相談の実施」について、高齢政策課より回答をお願いしま

す。 

 

担当課 

 高齢者相談の実施ですが、令和２年度、令和３年度において相談件数が大き

く３分の１程度減っていますが、電話相談になったからというよりは、コロナ禍によ

り施設の開館日数が３分の２程度になったことによる影響が大きいと考えておりま

す。コロナ以前は対面と電話での相談を実施しており、相談手段が増えることで

利用者が増加すると考えております。また、対面ですと意思の疎通が図りやすく

なることや、信頼関係の構築といった面からも対面での実施はあった方が良いと

考えております。 

 

会長 

委員、ただいまの回答について、よろしいでしょうか。 

 

委員 

 はい、大丈夫です。 

 

会長 

ありがとうございました。続きまして、質問された委員からのご質問について、事

務局より説明をお願いします。 

  

事務局 

「事前質問一覧」をご覧ください。 

 

まず、整理番号１「保育所職員研修の実施」でございます。 

私立の施設に対して同様の取り組みが必要だと思いますが、現状はどうなの

か、との内容です。 

 

次に、整理番号２「ワーク・ライフ・バランスへの取組に関する情報の提供」と

「ワーク・ライフ・バランスに関する周知や啓発」でございます。 

（資料１ 事業番号）２２、２３と同様な事業にみえるが、一元化する考えはある

のか、との内容です。 

 

次に、整理番号３「病後児保育の実施」でございます。 

市内８施設で十分なのか。施設数を増やす必要性について、との内容です。 

 

次に、整理番４「地域子育て支援センターの充実」でございます。 

参加者数の推移についてと参加者数も指標項目にしては、との内容です。 

 

次に、整理番号５「ファミリー・サポート・センター事業の実施」でございます。 

育児の援助を受けたい人と援助を行いたい人の内訳と（資料１）事業番号３５

「子育てボランティア活動の支援」との連携について教えてほしい、との内容で

す。 

 

次に、整理番号６「女性管理職の登用」でございます。 

全職員数に占める女性の割合について、との内容です。 
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次に、整理番号７「住民基本台帳事務における支援措置の実施」でございま

す。 

（資料１）事業番号６１「配偶者等からの暴力の相談の実施」の DV 相談より支

援措置を行った件数が多いが、（資料１）事業番号６１の相談なく直接支援の申

し出に来る人が多いということか。あるいは児童虐待にかかるものがあるのか、との

内容です。 

 

次に、整理番号８「高齢者相談の実施」でございます。 

（参考資料１）７４ページ地域包括支援センターで高齢者相談は十分対応して

いると思われ、７３ページ高齢政策課の事業は年間の相談件数が少なく役割は

終えているのではなか、との内容です。 

 

次に、整理番号９「外国人相談の実施」でございます。 

音声翻訳機による相談対応はどの程度役に立っているのか、との内容です。 

 

説明は以上でございます。 

 

会長 

質問された委員、質問の趣旨について補足する点があればお願いします。 

 

委員 

（整理番号１「保育所職員研修の実施」について） 

（資料１事業番号）１８の私立の施設独自でやっているのではないかと思います

が、現状がわかればと思います。 

 

（整理番号２「ワーク・ライフ・バランスへの取組に関する情報の提供」と「ワー

ク・ライフ・バランスに関する周知や啓発」について） 

課が違うが同じようなことをやっているように見える。違うところもあるのだろうが、役所

の組織一元化としては統一した方がいいと思った。違うところがあれば教えていただき

たい。 

 

（整理番号３「病後児保育の実施」について） 

（補足なし） 

 

（整理番号４「地域子育て支援センターの充実」について） 

（資料１事業番号）３２ですが、（支援センター数が）６箇所と数が出ているが、参加者

人数がどの程度になっているかがわかればいいなと思いました。 

 

（整理番号５「ファミリー・サポート・センター事業の実施」について） 

ファミリー・サポート・センター事業については会員登録数が出ているが、参考

で支援する人と受けたい人の内訳が年度別にわかればいいかなと思った次第で

あります。 

 

（整理番号６「女性管理職の登用」について） 

男女の比率がどうなっているのかがわかればいいなと思った。ただ、年齢によっ

て差が出てくるのだろうが、最近は女性がかなり多くなっている。必ずしもそうとは

限らないが、参考までにわかればと思いました。 

 

（整理番号７「住民基本台帳事務における支援措置の実施」について） 
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（資料１事業番号）６４ですが、（支援措置の件数が）１１５件とあります。私が前職で女

性相談所に居て実務をやっていたが、ＤＶ相談に来た人に支援措置を紹介していた。

女性相談所へ行く前には支援措置があるというのを知らなかったので、一般の人に支

援措置があるということが認知されてきたのかなと思うが、（ＤＶが関わる支援措置の）件

数５５件の倍近くあるので、その辺りを教えていただければと思います。 

 

（整理番号８「高齢者相談の実施」について） 

（資料１事業番号）７０と７１ですが、私は民生委員をしているが、各地域とも地域包括

センターが充実している。相談を受けたらそこを紹介するが、高齢者の場合、電話では

なかなからちが明かない面があると思うので、直接話をした方がいいと思う。福祉プラザ

でやっているとは私も知らなかったが、これだけ件数が少ないとは思わなかった。相談

員３人でやっているので、その役割はどうなのかなと思った次第であります。 

 

（整理番号９「外国人相談の実施」について） 

（資料１）事業番号７１の外国人相談の実施ということですが、人口が多い国の

外国人については通訳がついているのだろうが、少ない方につける訳にはいかな

いだろう。最近の音声翻訳機が非常に進化しているという話を聞いているのでど

の程度役に立っているのか聞いてみたいと思いました。 

 

会長 

ありがとうございました。 

それでは、ただいまの質問について、担当課から整理番号順に回答をお願い

します。 

まずは、整理番号１「保育所職員研修の実施」について、こども保育課から回

答をお願いします。 

 

担当課 

私立施設の職員研修の実施ですが、私立の施設につきましては、現状を把握は

しておりませんが、各施設長の判断で職員会議や研修会等の参加につきまして、認識

を深めていただいている状況だと思います。 

今後人権課から私立向けに対する取り組み依頼があれば当課としても協力していき

たいと考えております。 

 

会長 

ありがとうございました。 

続きまして、整理番号２「ワーク・ライフ・バランスへの取組に関する情報の提

供」「ワーク・ライフ・バランスに関する周知や啓発」について、商工労働課、人権

課から回答をお願いします。 

 

担当課 

まず、（資料１）２２の事業につきましては、事業者や労働者に対して、国、県、

各関係機関と連携いたしまして、ワーク・ライフ・バランスへの取り組みに関する情

報を提供しております。 

続きまして、（資料１）２３の事業につきましては、人権課担当ですが、一緒に回

答させていただきます。市民や事業者に対して、講演会等を通じて、ワーク・ライ

フ・バランスに関する周知や啓発を行うとともに、職員に対して、庁内ＬＡＮを通じ

てワーク・ライフ・バランスに関する情報発信を行い、周知や啓発を行っておりま

す。 

事業の対象者が異なることから、一元化の予定はございませんが、必要に応じ

て連携し、事業を推進してまいりたいと考えております。 
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会長 

ありがとうございました。 

ここからは整理番号３「病後児保育の実施」について、４「地域子育て支援セン

ターの充実」について、５「ファミリー・サポート・センター事業の実施」について、こ

ども保育課の質問となりますので、まとめて回答をお願いします。 

 

担当課 

まず、病後児保育の実施について回答いたします。 

この事業は看護師の配置や保育室等の確保も必要で、対応できる保育施設

に委託をして実施しております。 

平成２４年度までは市内で１個所のみ事業実施をしておりましたが、より利便性

を高めることから平成２５年度に私立の保育施設７箇所へ委託、その後、平成２９

年度で施設数を増やして、合計８箇所となった経緯がございます。ここ数年の利

用実績の推移から、現状の施設で対応可能と思われますので、増やす予定はあ

りません。 

 

担当課 

続きまして、地域子育て支援センターの関係でございます。 

参加者数につきましては、令和元年度は１４，４２４人、令和２年度は９，５９０

人、令和３年度は６，５３６人です。新型コロナウイルス感染症の影響を受けて減

少している状況です。指標項目に参加者数を加えることについてですが、この事

業は未就園児を対象としておりまして、出生率の低下や対象者自体が減少傾向

となっております。現在は参加者数を指標にするのは難しいと考えております。 

 

担当課 

続きまして、「ファミリー・サポート・センター事業の実施」について回答いたしま

す。 

令和３年度末で援助を受けたい利用会員が４２５人、援助を行いたい援助会

員が１３３人、利用と援助の両方の会員が１２６人で合計６８４人でございます。令

和２年度につきましては、利用会員が５９０人、援助会員が１２９人、両会員が１４

３人、合計８６２人でございます。令和元年度につきましては、利用会員が５６０

人、援助会員が１２６人、両会員が１４２人、合計８２８人となっております。 

次に、（資料１）事業番号３５との連携ですが、この事業につきましては健康づく

り課が所管する子育てボランティア活動となっており、先に申し上げました保育施

設への送迎や、一時預かりをするファミリー・サポート・センター事業とは異なるた

め、連携を検討した経緯はないと認識しております。現状では事業の趣旨や活動

内容が全く異なるものと考えており、連携はしておりません。 

 

会長 

ありがとうございました。 

続きまして、整理番号６「女性管理職の登用」 について職員課より回答をお願

いします。 

 

担当課 

全職員数に占める女性の割合ですが、市長部局等に、消防本部、市民病院

等を加えた数字となりますが、令和３年４月１日時点で４８．１％、令和４年度４月１

日時点で４８．２％となっております。 

 

会長 

ありがとうございました。 
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続きまして、整理番号７「住民基本台帳事務における支援措置の実施」につい

て市民課より回答をお願いします。 

 

担当課 

（資料１）事業番号６１のＤＶ相談件数より多くなっている要因でございますが、

ＤＶや児童虐待の相談のほか、両親、兄弟姉妹、成人した子供からの被害相談

を含めた件数となっていることから、ＤＶ相談件数より多くなっているところでござ

います。 

 

会長 

ありがとうございました。 

続きまして、整理番号８「高齢者相談の実施」について高齢政策課、地域包括

支援センターより回答をお願いいたします。 

 

担当課 

地域包括支援センターで実施している高齢者相談につきましては、よろず相談所と

して市民の方に認知されているところでございます。 

（参考資料１）７３ページの高齢政策課が所管するふくしプラザでは、訪れた方に相

談ができると認識し気軽に相談してもらう体制を構築し、相談の間口を広めることが目

的であり、今後も継続していく予定でおります。 

 

会長 

ありがとうございました。 

続きまして、整理番号９「外国人相談の実施」について国際課より回答をお願い

します。 

 

担当課 

令和３年度の外国人総合相談窓口で利用はございませんでしたが、各課の窓口対

応や面談等で必要に応じて貸し出しを行っております。 

 

会長 

質問委員、ただいまの回答について、よろしいでしょうか。 

 

委員 

 はい、大丈夫です。 

 

会長 

その他、各委員からご意見、ご質問等ありましたらお願いします。貴重な機会ですの

で、遠慮なくいただけたらと思います。 

 

委員 

（質問等なし） 

 

会長 

ご意見、ご質問等ないようですので、今後も各担当課におきまして事業を推進してい

ただければと思います。 

続きまして、議事（２）その他について、事務局から説明をお願いします。 

 

事務局 

〔男女共同参画講演会、まちづくり講演会、男女共同参画標語募集について説明〕 
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会長 

 ありがとうございました。 

 以上で議事を終了したいと思います。委員の皆様、また関係課の皆様、ご協力いた

だきまして大変ありがとうございました。 

 

4．閉   会 

 


